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接着器官の構造を解明

理学研究科宮田真人教授

宮田教授は、「人聞は何 でも作
りだしてきたけれど、生物だけ
は何もないところからは作り出
せない、神の領域だJと生物の
神秘に魅了され、高校1年生の
ときに生物学者を志したそうで
す。自宅には家庭用冷蔵庫ぐら
いの大きな昆虫用飼育ケースが
あり、カブトムシの幼虫を130匹
も飼っているそうで、成虫になっ
たときのもらい手に毎年苦労さ
れているということです。

なっていませんで、した。
理学研究科の音色室入教授らの研究グ

ループは、新たに3種類の構成タンパク質

ー 卜 j

を発見し、過去に見つかったものを含む15 
種類の構成タンパク質のそれぞれが接着
器官のどの部分を形成しているか をナノ
メ レレ ベルで明らかにしました。また
その結果をもとに、滑走運動メカニズムの
メカニズムを提案しました。

乙れらの成果は生体運動の共通原理へ
の理解につながります。また、耐性菌の重
延により、抗生剤がマイコプラズマ感染症
への第一選択肢ではなくなるかもしれない
現代において、マイコプラズマが起とす感
染症の次の対策を得るためのヒントになる
と期待されます。

� 
宮田真人教授

日本で毎年数万～数十万人が発症して
いるHマイコプラズマ肺炎Hは、マイコプラ
ズマ ・ 二ユ ー モ二工という 小さな 細菌に
よって起とります。との細菌は、菌体の片側
に小さな突起、M接着器官”を形成し、接着器
官で宿主組織の表面にはりっき、はりつい
たまま』ζ動く
滑走運動は、マイコプラズマの感染に必須
です。接着器官は、多種類のタンパク質に
より形成される複雑な装置で、マイコプラ
ズマにしかありません。そのため、構造も接
着と運動の メカニズムもあまり明らかに
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結果をもとに30プリンターで作製したマイコプラズ
マ・ニューモニエの模型

地域自律型

ワイヤレス見守りシステムを開発
～ICTを活用して認知症高齢者の方をサポート～ 工学研究科辻岡哲夫准教授

辻岡准教授はカメラ ・料理 ・文房
具収集など多彩な趣昧を持って
います。中でもアマチュア無線
は通信を体験的に学べるのでオ
ススメとのことで、今でもコツテ
スト（交信数を競う競技）にはで
きる限り参加してい るそうで
す。大学生時代はIウルティマJ
のゲー ムブロク．ラマーだったと
いう経歴を持ち、「ゲー ム｜志遊
ぶよりも作ることを楽しんでほ
しいJというのが、学生へのメッ
セージです。

辻岡哲夫准教授

工学研究科の鋪訣准教授らのグルー

プは、920MHz帯の特定小電力無線を用い
た「地域自律型ワイヤレス見守りシステム」
を開発しました。平成27年度より介護保険
制度が改正され、小中学校の校区単位で、見
守り活動を行うととが想定されています。特
に、自治会や地域NPOが主体となった活動
は重要であり、地域で自律的かつ継続的な

サーバー

L 基輔 R�，－e 

つよ斥叫日開
畷）

E語

高齢者
［送信機を携帯）

CITY x UNIVERSITY Vol.20 

見守り活動が行われるためには、経済的で
数km四方の範囲の見守りに適したシステ
ムが求められていました。開発したシステム
は、ビーコン送信機、無線基地局、サー｝＼装
置で構成されています。高齢者に送信機を
携帯してもらい、定期的に送信されるビーコ
ン信号を、地域の各所（利用者のベランダな
ど）に設置する無線基地局が受信してサー

パ装置まで中継し、蓄積されたデー

タから高齢者の位置や状態をリア
ルタイムに把握できます。携帯電話
網を使わないのでランニングコスト
が安く、低負担で利用できるという
画期的なシステムとなっています。

平成27年12月より、大阪府堺市南
区の泉北ニュータウンで社会実証
実験を開始しています。利用者のご
意見をシステムの改善に反映させ
る予定であり、今後の本稼働が期待
されています。数km明定）
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※本研究はヴァイタル・インフォメーション株式会社との共同研究です。
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文学研究科言語文化学専攻奥野久美子准教授

奥野准教授の専門は国文学、芥川龍之介など

の近代文学ですが、とと十年ほどは、講談本 が近

代文学に与えた影響について研究しています。芥

川といえば今昔物語集などを元に作品を書いたと

とが有名ですが、芥川｜や近代作家たちは、今でい

う漫画本のような存在であった語談本 も利用して

いたととが分かってきたそうです。

奥野准教授は国文学研究の目的は、文化遺産

である文学作品に、今できる最高水準の校訂と注

釈を施して後 世に伝えるとと、具体的に言えば、百

年、五百年後の日本の高校生にも「羅生門」が読め

る状態にしておくととだと考えていますが、乙うし

た出典研究は注釈に役立つというととです。「源氏

物語」も、何百年にわたり愛読者や学者が注釈を

施してきたからとそ、私たちにも読むととができる

わけです。

奥野准教授は、国文学者は文化の継承を担う誇

りをもって仕事をしている宮大工のようなもの、そ

して、国文学研究は、千年後の世界でも、美しい日

本 語によって綴られた文学が読み継がれていま

すようにーという祈りを込めた学問だと語ります。

また、本学初代学長、恒藤恭が芥川｜の親友だっ

た縁で、芥川が恒藤にあてた手紙百通あまりを含

む貴重な資料が、恒藤家から本学恒藤記念室に

寄託されており、それらを生かした研究も進めて

います。

理学研究科生物地球系専攻益田晴恵教授

益田教授の専門は水園地球化学。地殻表層

部の水循環に伴う物質移動、水の流れに伴って

起乙る自然現象を研究しています。地球をもっ

とも特徴付ける物質は「水」です。液体の水があ

るから、現在の地球の姿があります。益田教授

は流れる水 を対象に、陸地と海洋底での水の

役割に興味を持っているそうです。陸地では、

圏内だけでなく、南アジ
、

アを中心 に天然由来の

ヒ素や 水銀などの重金属によ る地下水汚染の

研究をしてきました。世界的には、地下水 は重

要な水資源で、汚染はよりよく生きる権利を阻

害する大きな問題です。

海洋底での研究では、海洋地殻内での水の

動きに伴う熱水活動（言わば海底温泉です）や

鉱物の形成を研究してきました。海洋地殻内で

の水の動きは、海底資源形成、地震やマグマの

発生機構と深く関係しています。とれらの調査

のために、潜水艇「しんかい6500」でマリアナ

海域の調査や 深海掘削船「ちきゅう」に乗船し

て南海卜ラフの掘削作業に参加したとともある

とのととで、地球の表面の7劃の海の広さと美

しさに惹かれているそうです。

現在は大阪府環境審議会温泉部会・部会長

として、温泉を掘る乙とが周囲に与える影響を

行政の立場で調査するなど、社会貢献活動にも

取り組んでいます。

医学研究科皮膚病態学鶴田大輔教授

鶴田教授の専門は「自己免疫性水癌症（天癌

癌・類天癌癌）」。その病態解明と治療法の開発

の他に、鶴田教授の研究室では「発毛メカニズ

ムの解明、新規脱毛治療薬の開発」、「眼皮膚白

皮症の病態解析と治療に向けた研究」「光線力

学療法（PDT）による感染症 治療の研究」に取り

組んでいます。

「自己免疫性水癌症の病態解明」と「発毛メカニ

ズムの解明」の二つの研究には関連性がないよう

に思えますが、どちらも基底膜と関係があります。

皮膚の構造として、表皮があり、その下に真皮が

あるととはよく知られていますが、その二つの聞

にあるのが基底膜です。鶴田教授はとの基底膜

の働きに着目し、皮膚疾患研究を進めています。
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難病である自己免疫性水癌症 は、基底膜を攻撃

する抗体が体内で作られてしまう疾患ですし、基

底膜分子のラミ二ンー332は発毛を抑制し、ラミ二 

ンー511は発毛を促進するため、その二つの分子

の制御を研究するととが発毛メカニズムの解明

につ ながるわけです。また最近は、大麻様の作用

を持ちながら人聞の体内にもある、幸福感をもた

らす内因性カンナピノイドが、毛成長に関係する

乙ともわかってきましたので、心の状態にも注目

するなど、色々な角度から研究を進めています。

将来、難治性皮膚疾患の解明に貢献できた！と

研究室のみんなで喜び合う日がくるととを目標

に、鶴田教捜は今日も診断・治療・研究に打ち込

んでいます。

．アナザーサイド

研究者であり、小学1年生のお子

さんの母でもある奥野准教授。日頃

は自分の時間はなかなか持てないよ

うですが、たまの息抜きは舞台鑑賞

だそうです。宝塚やオペラ、歌舞伎ま

で、幅広く楽しまれています。昨年、

初めてお子 さんと一緒に歌舞伎鑑

賞をされたそうで、これをきっかけに幸見

子鑑賞の機会を増やしたいと夢をふ

くらませているとのことです。

．アナザーサイド

益田教授は、科学者だから行 け

る地球の特別な場所と時聞を楽し

んで きたそうですが、ひどく乗り物酔

いする体質のため、特に海洋調査

では幸いことも多いそうです。でも、

美しく大きな海を見ていると、辛さを

忘れて、また乗船してしまうとのこと。

熱帯の雨季は暑くて苦しいのです

が、だから こそ 見られる水の美し さ

や、現地の人たちとの交流を楽しみ

にしているそうです。

．アナザーサイド

海外での学会や国際協力にも積

極的な鶴田教授は外国に行く機会

も多いですが、皮膚の専門家だ けあ

り美肌の 持ち主です。男性の肌の

ほうが乾燥しやすいという解説は、

最近ネットや新聞等でも大きく取り

上げられました 。気分転換は音楽

で、幼少期はピアノ、中学からはホ

ルンを演奏し、市大生時代は医学

部オーケストラ に所属。今も家族で

セッションを楽しんでいるそうです。










	【最終】city_university_20_0212（551&宮田＆辻岡修正&相間修正）.pdf
	広報誌vol20_P10_low.compressed
	【最終】city_university_20_0212（551&宮田＆辻岡修正）.pdf
	 H1_4-02
	01_02_OL_001
	01_02_OL-02
	03_04_OL_001
	03_04_OL-02
	05_06_OL-01
	07_08_OL-02
	09_10_OL-01


	広報誌vol20_P10_low



